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NRNには日本のレベル 3NICUの 96％が参加しており、NRN参加施設の NICUに入院となっ
た超早産児が全例登録され、3歳までフォローされる悉皆性の高い DBである。2003年か












small for gestational ageが4.0対12.6％、骨盤位が27.7対44.4％、出生前ステロイ


















た在胎 23週 0日から 25週 6日までの超早産児を対象とし、経膣分娩群と帝王切開（CS）
群の 2群に分けて比較した。プライマリーアウトカムは 3歳までの死亡と 3歳時点での
NDIの複合アウトカムとした。統計解析には混合ロジスティック回帰モデルを用いた。
本研究には京都大学医の倫理委員会の承認を得た。対象患者数は 5394症例で、経膣分娩








  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和 2年 6月  8日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
